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審
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会
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例
の
制
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の
と
お
ゎ
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側
を
酎
定
す
る
こ
と
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つ
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い
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地
方
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漁
法
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昭
和
二
十
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年
法
律
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六
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七
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)
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六
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第
-
項
の
規
定
に
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を
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･
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三
朝
町
条
例
第
l
　
　
　
号

三
朝
町
消
防
寄
託
会
条
例

(
設
　
i
.
7
)

第
1
条
　
三
朝
町
溺
防
闇
の
組
織
及
び
運
営
に
悔
し
町
長
の
諮
聞
照
応
ず
る
た
め
,
地
方
自
治
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
号
二
十
八
乗
の
四
第
三
項
の
規
定
.
誓
茶
づ
き
,
三
朝

町
消
防
審
前
会
を
鍔
く
｡
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所
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事

務
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撃
妄
　
三
朝
町
消
防
審
議
会
(
以
下
｢
審
議
会
｣
と
1
j
o
)
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
褒
賞

に
つ
い
て
諮
間
に
応
じ
調
査
審
藩
す
る
〇

一

三

朝

町

消

防

団

の

組

織

運

営

に

関

す

る

事

項

　

　

　

　

　

.

二
　
三
朝
町
消
防
団
の
設
備
資
材
に
隣
す
る
事
項

三
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
革
に
町
長
が
必
翼
と
認
め
る
撃
訴

2
　
審
議
会
は
､
前
項
の
諮
問
に
関
連
す
る
事
項
陀
つ
い
て
､
町
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
｡
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〕

ハ

人

以

内

で

粗

放

す

る

O

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

N
　
委
員
は
､
次
の
各
号
に
絡
げ
る
者
ゐ
う
ち
か
ら
､
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
緩
め
る
鵜
,
i
 
-
,
流
域

内
に
お
い
て
､
町
長
が
婁
塀
す
る
O

一
　
消
防
団
長

二
　
町
議
会
議
員

三
　
学
識
鮭
漁
の
参
る
者

3
　
前
墳
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
竺
町
学
令
の
捲
適
す
学
者
を
脊
鵜
す
る
も
の
と
す

る
｡

(
任
　
期
)
I

第
四
,
条
　
委
員
の
任
期
竺
毒
と
す
る
O
た
だ
し
'
′
禰
欠
の
警
貝
の
任
調
伏
､
前
任
.
石
の
無
住
如

椀
と
す
る
｡

記
ノ
　
委
員
は
､
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
.
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第
五
粂
　
審
議
会
に
会
長
を
寛
き
､
警
貝
の
互
選
に
ょ
っ
て
.
こ
れ
を
産
め
る
o

e
Q
　
会
長
は
､
全
市
を
総
理
す
る
O

3
　
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
会
葦
が
欠
け
た
と
き
は
,
あ
ら
か
じ
め
会
長
の
指
名
す
る
番
兵

が
そ
の
盛
務
を
代
理
す
る
0

.
(
会
,
.
艶
)

第
六
粂
　
寄
蘇
会
の
会
義
は
､
会
長
が
燕
集
し
､
警
L
i
が
恵
良
と
怒
る
｡

2
　
璽
学
会
は
へ
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
孜
け
れ
誓
金
環
を
的
-
こ
と
が
で
き
冶
い
0

3
　
会
読
の
.
宗
輩
は
､
出
席
警
貝
の
過
半
数
で
決
し
､
可
香
同
数
の
と
き
綻
､
講
義
の
決
す
る
と
J
J

ろ
忙
よ
る
o

(
雑
　
則
)

.
第
七
条
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
幣
轟
全
の
軍
営
に
閑
し
必
要
怒
単
項
按
､
重
訳
会
が

定
.
め
る
｡
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